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女子学生の生活態度 ・意識の推移(第4報)

野 村 晶 子

目的;「 女子学生 の生 活態度 ・意識について」

の調査 ・研 究 に着手 したの は、16年前 の1985年

(本 学女子短期大学部 「家政研究第16号 、1985。)

で あった。その間、1986年 、 日本教 育心理学

会第28回 総 会発表論文集(1986。)1993年 、 日

本性格心理学会第2回 大会発表論文集、(1993。)

そ して1999年 、本学女子短期大学 部研 究紀 要

第43集(1999。)に も,報告 して きた 。約8ケ

年 を1区 切 りと し、前期(1993年 迄)、 後期

(2001年 迄)の 推移 を把握 し、2001年 の 結 果

(Tableの1.人 生 観 関係

と比較検 討する。

方法;.

(1)調査 対象 は、女子短大生(1年 次)108名 。

(2)調査 期 間は、2001年6月 。

(3)質問紙法 に依 る。(4)調 査 項 目は 、1.人 生

観 関係 、n.自 己 関係 、II.友 人 ・生活 関係 、

lV.家 庭 関係 、.V.学 校 関係 、W.国 家 ・社会

生活 関係 、W。 未来関係 》皿.異 性 関係 、の8

項 目を設定 した。

N=、08 一2001一

項 目 N=100N=205

(1999)(%)(1992)(%)
N=147
(1986)(%)

(3)道に迷 っている人 を見た らどうしますか

(4)人間の本性は本来善か悪かいずれだと思い ますか

(5)「頼れるのは自分 だけだ」 とい う意見に賛成 ですか

(6)「今の社会では、あ くせ くしないで、のんび りするのが大切だと」い う意見に賛成ですか

(7)「お金は貯金す るよ り使 った方が よい」

(1)人生で何 を求 めていますか。
他人 との誠実や愛

お金や地位

や りがいのある仕事

信仰 による救い
円満 な家庭の建設

国家 ・社会への献身

趣 味に合 った生活

幸福 な結婚
その他

何 を求めて よいか分か らない

(2)宗教 を信仰 しますか

信仰 による救い を求めている

神 や仏な どは信 じられない

信仰 に関心がない

声 をか けてみる

たずね られれば教 える

気 にかけ ない

善であ る

悪であ る

わか らない 『
いずれで もない

は い
いい え

は い

いいえ

は い
いいえ

わか らない
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128
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28
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83

114

11

0

16

9

176

31

174

0

75
27

28

0

66

137

151

52

56
100
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(21.1)
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(16.1)

(4.6)

(13.3)

(0.7)

(13.7)

(18.8)

(1.8)

(0)

(7.8)

(4.4)

(85.9)

(15.1)

(84.9)

(0)

(36.6)

(13.2)

(13.7)

(0)

(3自.2)

(66.8)

(73.7)

(25.4)

(27.3)

(48.8)

(22.4)

101(68.7)

33(13.0)

43(29.3)

0(0)

102(69.4)

2(1.4)

43(29.3)

103(70ユ)

0(0)

1(0.7)

23(15,6)

1(0.7)

122(83,0)

25(17.0)

122(8ε.0)

0'(0)

54(36.7)

17(31.6)

10(6.8)

0(0)

57(38.8)

90(61.2)

84(57.1)

62(42.2)

'30(20
.4)

83(56.5)

34(23.1)

・(%)

70(22)
24(9)
40(12)
2(1)
52(16)
2(1)
33(10)
56(17)
5(2)
5(2)

16(15)
4(4)
88(81)

20(19)
85(79)
3(3)

32(28)
12(11)
31(29)
25(23)

23(21)
85(79)

14(64)
6(36)

18(17)
77(71)
13(12)
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結 果 及 び考 察;

1.人 生観 関係(Table1)で は 、(1)「人 生

では何 を求 めてい ますか」 に対 しては、他 人

との誠 実や愛22パ ー セ ン トで第1位 を示 し、

次 いで、幸福 な結婚17パ ー セ ン ト。円満な家

庭 の建 設16パ ー セ ン トで第3位 を示 し、や り

が いのある仕 事は12パ ー セ ン トで、1992年 の

デー ター との順 位の大差はみ られなかった。

又 、1986年 の デー ターでは1位 、幸福 な結婚。

次 いで他人 との誠実や愛。で、わずかではあ

るが 、パーセ ンテージは逆転 してい る。第3

位 、や りがいのあ る仕事であ った。信仰 によ

る救 い 、国家 ・社会へ の献 身は、0～2パーセント、

次 いで少ない もの と しては、何 を求めて よい

か分 らない、その他 につ いて も0-4パ ー セン ト

と低 い。(2)厂 宗教 を信傾 しますか」 に対 して

は、信 仰に関心がない81パ ー セ ン トで1位 ㍉

信仰 に よる救 い を求めている、15パ 憎 セ ン ト

であ った 。 これ は 、1986年 の デ ー ター83

パ ー セ ン トの信 仰 に関心がない。 よ りわずか

にパ ーセ ンテージ(2パ ー セ ン ト)下 り、又、

1992年 よ りも約5パ ーセ ン ト下っている。 こ

れは21世 紀 を迎え、混沌 とした社会 への不安

感か ら生 じた変化 を暗示 する ものか、 この点

につ いては研 究を深 めなければな らない。(3)

「道 に迷 ってい る人を見 た らどう します か」

に対 し、たず ね られた ら教 える79パ ー セ ン ト

で あ るが 、 この デ ≦ タ ー は、1986年 よ り

4パ ーセ ン ト減 、1992年 の デ ー ター よ り

6パ ーセ ン ト減 で あ り、 声 をか け てみ る

19パ ー セ ン ト、1986年 よ り2パ ーセ ン ト増 、

1992年 よ り約4パ ーセ ン ト増 で、他人への親

切心の増加 の傾 向は頼 もしいか ぎ りである。

(4)「 人 間 の 本性 は本 来 善 か 悪 か」 に対 し、

1位 、わか らない29パ ー セ ン ト、2位 、善で

あ る28パ ー セ ン トと回答 している。1992年 で

は、善である37パ ーセント、わからない14パ ー セ

ントで あ り、21世 紀 では、回答は1位 、2位

は、逆転 し、5パ ーセ ン トの増加がみ られた。

これ は、女子学生 の、人 間の本性 について は

困 惑 の状 態 を示 して い る よ うで あ る 。又 、

1986年 と比較す ると、1986年で の、わか らない と

の回答 は、7パ ーセ ン トに対 し、22パ ー セ ン ト

の増加 の現象 をみ た ことになる。これは、年 を

加 えるに従 って、7パ ーセ ン ト、14パーセ ン ト、

29パ ー セ ン トと急増 し、人心 の希 薄 さへ と急

変 の結果 をみた ことになる。(5)「 頼 れ るもの

は 自分 だけだに対 して賛成 か」 に対 し、いい

え は79パ ー セ ン トで、1992年 の デ ー ター

67パ ーセ ン トよ り12パ ーセ ン ト増加 し、 又 、

1986年 のデーター61パ ーセン トより17パ ーセ ント

の増加 をみた。即 ち、年 々 「頼 れ るもの は自

分 だけだ」 とい う、 自己信性 に欠け る傾向が

顕 になった。(6)「今 の社会 では、あ くせ くし

な いで、のんび りするのが大切 だ とい う意見

に賛成 です か」 に対 し、はい 、64パー セ ン トで

あ った。1992年 で は、はい は、74パ ー セ ン ト、

で21世 紀 では、10パ ーセ ント減あ った。

(7)「 お金 は貯金す る より使 った方が よい に賛

成 です か」 に対 し、いいえ71パ ー セ ン トで 、

1992年 で は49パ ー セ ン ト、1986年 で は 、

57パ ー セ ン トで、未来に対 する経 済的不安感

の一面 もみ られた。

■.自 己関係(Table2)(1)厂 自分 の性 格

等 につ いて満足 してい ます か」 に対 し、やや

満足44パ ーマ ン ト。,やや不満36パ ー セ ン トで

あ った。1992年 や や不満49パ}セ ン ト、やや

満足39パ ーセント。1986年 やや不満48パ ーセント、

やや満足34パ ー セ ン ト。 と21世 紀 で は、わず

か ではあるが満足度 は増加 してい る。(2)「 自

分 の性格について」は、やや内向性34パ ー セント、

次 いで普通31パ ー セ ン トであ り、年毎の推移

は大 きくない。(3)「 自分 の話 し好 きをどの よ

うに考 えるか」 に対 し、普 通38パ ー セ ン ト、

やや話 し好 き31パ ー セ ン ト、非常 に話 し好 き

24パ ー セ ン トと上位 にある。年 に よる大差 は

ない とみ て よいであろ う。(4)「 自分 の意志 は

強い と思 うか」 に対 し、普通41パ ー セ ン ト、
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や や強い32パ ーセ ントで、

次 い で 、や や弱 い1ま ・

16パ 「 セ ントであったが、∫

やや弱 いは、1992年26パ ー

セ ン ト、1986年'の22パ ー

セ ン トのデー ター よ り、'

激 減 してい る。

(5)「自分 の人柄 に魅力 が

あ る と思 い ます か」』に対

し、普通38パ ー セ ン ト、

次いで、やや魅力が足 り.

な い27パ ー セ ントであ っ

た。1992年 で は、普 通

54パ ー セ ン ト、やや魅力

が足 りない22パ ーセ ント、

1986年 で は普通53パ ーセント、

やや 魅 力 が 足 り ない

.25パ ー セ ン トであ り、

魅力的 とい うイメージは.

下 降 して熔る。(6)1厂人 間

と して他 の人 と比較 して'

どの ように思 いますか」

に対 して、普通63パ ー セン

ト、やや劣っている24パ ー

セントと回答 し、 いず れ

の年 も、普 通(中 庸 であ

りたい)'回 答 を得 た。(の

「進学、就職、囓結婚、籌、

重要 な問題 は誰 に相談 し

ます か」に対 し。

友達62パ ー セ ン ト、次 い

で、両親41パ ー セ ン ト、

先生27パ ー セ ン トで上位

を占めた。(8)「 特 に理想.

とする人物、愛好す る作

家 、芸術家 をあげなさい」

に対し、両親10パ ーセン ト、

赤川 豕郎1パ ーセン トで、

1992年 で は 、.両 親

(Table2)■.自 己 関係 N・=108 一20m一

項 目 N=100N=205
(1999)(%)(1992)(%)

N-147
(1986)(%)

(1)自分の性格等 について満足 してい ますか

8(3.9)

80(39.0)

100(48.8)

15(7.3)

(2)自 分 の性 格 につ い て どの よ うに 考 え て い ます か

25(12.2)

57(27.7)

59(28.8> 、
60(29.3)

2(1.0)

(3泊 分 の話 し好 きに つ い て ど の よ う に考 え ます か

6〔}(2g.3>

71(34.6)

65(31.7)

7(3.4)

1CO.5)

14(68)

76(37.1)

56(27.3)

54(26.3)

3(1.5)

4(2.0)

32(15.6)

111(54,1)

44(21.5)

12.(5,9)

(6)人 間 と して 他 の 人 と比較 して どの よ うに思 い ます か

、2(1.0)

12(5.9)

122(59.5)

54(26.3)

(,)進学、撒 黼 等、簸 嫺 躑ま誰に相誕 騒 ふ劒
44(21.0)

63(31.0)

4(2.0)

53(26.0)

2(0.9)

9・ 〈4.4)..

2(0.9)『

0.(0)

9(4.0)

(8)特に理想 とす る人物、愛 好する作 家、芸術家等あげな さい

(9>休日をどの ように過 ごす ことが多 いですか(3つ 以内あげる)

満足 している2
やや満足 している43
やや不満である43

不満 である14

非常 に外向性である3
やや外向性である23
普 通.28
やや内向性である42

非常 に内向性 である4

非常 に話 し好 きである19
やや話 し好 きである25
普 通46『

やや話 し好きでない8
話す ことは非常 に嫌いであ る2
(4)自分の意志は強い と思い ますか

彡ド常轟こ弖塗V、4
ややま螢レ、37
∫普 通33

やや弱い18
非常 に弱 い8
㈲ 自分 の人柄 は魅力がある と思い ますか

非常 に魅力がある4
やや魅力的である37

普 通33
やや魅力が足 りない18
非常 に魅力がない8

非常 に優越感を もっている1
やや優越感を もっている8

普 通64
やや劣等感を もっている24
.非 常 に劣等感 を もってい る

母 親 .9
友 達90.
父 親28

両 親'0
先 生21

亥市・兄 一..・.・ ・一.24、先 輩
7

おばさん

恋 人9
な し..』 ・'2

オー ドリー ・ヘ ップバー ン0『シ ョパ ンヤ1

アガサ クリステ ィー1
』赤川次郎 ・1

両『親6
な し65'

吉 田未和2

安室奈美恵2
宇多 田ヒカル2
山口百恵0
その他55

スポーツio

映画 ・演劇等 を観 る17
ラジオ ・テ レビ53
読書7

音楽57
町 をぶ らつ く73
小 旅行1

勉 強する5

.家族 の者と共 に過 ごす13
造形 ・美術1
室 内遊戯.3
けいこごと1

何 もせず にぶ らぶ らしている21
その他28
アルバ イ ト16

(2)

(43)』

(43)

(14)

(3)

(23)

(28)

(42)
・(4)

(19)

(25)

(46)

(8)

(2)

.(4)(
37)

(33)

(18)

(8)

(4)

(37)

(33)

(18)

(8)

(1)

(8)

(64)

(24)'
3.(3)

・(
.9)

<90>

(28)

(0)

(21)

(24)

(7)

(一)』

(9)

(2)

(0)

(1)

(1)

(1)

(6).
「(65)

(2)

(2)

(2)

(0)

(55)

(10)

(17)

(53)

(7)

(57)

(73)

(1)

(5)

(13)

(1)

(3)

(1)

(21)

(28)

(16)

一(一)

5(2.4)

0(0)

2(0.9)
'1(0

.5)

21(10.2)

=1=1

二1=;
0(0)
一(一)

2(0.9)

4(1.9)

27(13.1)

0(0)

16(7.8)

25(12.1)

0(0)

4(1.9)

10(4.9)

0(0)

4(1.9)

1(・0.5)

5(2.4)

5(2。4)

15(7.3)

3(2.0)

50(34。0)』

70(47.6)

24(16.3)

10(6.8) .

39(26.5)

49(33減3)

45(30.6)

4(2.7)

20(13.6)

60(40。8)

52(35.4)

15(0.2)

0(0')

6(4.1)

43(29.3)

39(26.5)

50(34.0)

9( .6.1)

2(1.4)

24(16.3)
'78(53

.1)

37.(25,2)

6(4.1)

0 .(0')

7(4。8)

1Q4(72.8)

31(24.1)

2・(1,4)
.

38 .(25.9)
43(29.3)

1(0.7)

46(31.3)

4(2.7)

6(4.1)

1(0.7)

1(0.7)

1(0.7)
一(一)

0(0)

2(1.3)

1(0.7)

2(1。3)

8(5.4)

(一)

(一)

(一)

(一)

3(2.0)

(一)

23(15.6)

26(17.7)

72(49.0)

13(8.8)

81(55.1)

112(76.2)

6(4.1)

4(2.7)

28(19.0)

2(1.4)

1(0.7)

1(0.7)

18(12.2)

34(23.1)

0(0)

(%)

1(1)

48(44)

39(36)

20(19)

10(9)

22(20)

34(31)

37(34)

8(7)

26(24)

34(31)

41.(38)
5(5)

5(5)

3(3)

35(32)

44(41)

17(16)

9・(8)

1(1)

20(19)

41(38)

29(27)

17(16)

1(1)

5(5)

68(63)

26(24)

8(7)

・0(一)

67(62)

0(一)

44(41)

28(27)

18(16)

1(1)

1(1)

9(8)

=1=1
=1=1
=1=1
1(1)
11(10)

=1=1

=1=;
一(一)

3(1)

21(19)

52(48)

11(10)

58(54)

97(90)

1(1)

2(2)

21(19)

0(一)

8(7)

0(一)

18(17)

23(21)

16(15)
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10パ ー セ ン ト、1986年 両 親5パ ーセ ン トであ

り、そ の年 々によ り、流行歌手 、女優i等をあ

げる ものが1パ ーゼ ン トであっ た。(安 室 奈
ゐ

美恵 、宇多 田 ヒカル、山ロ百恵、他)1999年 の
6
=

データーでは、な し65パ ー セ ン トに象徴 され

ている。(9)「休 日を どのよ うに過 ごす ことが
ヨ

多 いです か」1位 、街 をぶ らつ く90パ ーセ ント、

2位 、音楽54パ ー セ ン ト、 ラジオ、 テ レ ビ
ム の 　

48パ ー セ ン トで あ つた 。又 、 アル バ イ ト

15パ ー セ ン トもあるb1992年 で は1位 ラジオ、

テレビ13パ ーセント、町 をぶ らつ く12パ ーセント、

で、アルバ イ トは7パ ーセ ン トであった。

1986年 で は、町をぶ らつ く76パ ー セ ン ト、音

楽55パrセ ン ト、ラジオ、テ レビ49パ ー セ ン

トで、アルバ イ トば0パ ーセ ン トであった。

即 ち、余暇 は、受 け身 的であ り、創 造性 に関

す る学習 、訓練等 はど の年 に も皆無 の状 態で

あ り、サウ ン ド ・ミュージ ック(聞 いてい な

いと落 ちつ かない)、 バ ッグ ・グ ラ ウ ン ド ・

ミュージ ックの文化の 中をただ よっている姿

(大 衆文化の 中で)が 特徴 づ け られ た 。 又 、

アルバ イ トは年 々、 パ ーセ ンテージが上昇

(Table3)皿.友 人 ・生活 関係

してい る。

皿.友 人 ・生活 関係(Table3)(1)「 現 在

の友人関係 に満足 してい ますか」に対 し、満足

してい るが38パ ・・一・セ ン ト、やや満足 してい る

42パ ー セ ン トで80パ ー セ ン トを占め良好であ

る。1992年 、1986年 につ いても良好であった。

(2)厂 ど んなこ とで もうちあけて話せ る友人が

い ますか」に対 し、いる85パ ー セ ン ト。1992年

75パ ーセ ン ト、1986年95パ ー セ ン トと良好で

あ る。相談相手 としては、同性 、異性 を問 わ

ずが21パ ー セ ン トで1992年 は19パ ー セ ン ト、

1986年3パ ーセ ントと、湘南キャンパスに移 っ

てか ら圧倒的 に増加 している。(3)「 友達 つ き

合い は深入 りした方 が よいか」 に対 し、いい
ズヨ

えは73パ ー セーン ト、1992年85パ ー セ ン.ト 、

1986年88パ ー セ ン トと、デー ターで は下 降を

示 している。(4)厂 ひ まな とき、友 人 とどんな

雑 談 を します か」 に対 し、1位 、恋愛や異性

等 につ いて81パ ー セ ン ト、学業 ・職業、2位

友人等 につ いて77パ ー セ ント、3位 、趣味 ・

娯楽等58パ ー セ ン トであった。1992年 、1986

年 で も同 じ傾 向 を示 している。

N=108 一2001一

項 目 NニioON=205

(1999)(%)(1992)(%)

N=147

(1986)(%)

(1)現在の友人関係 につ いて満足 してい ますか。

満 足 して い る37(37)109(53.2)60

や や 満 足 して い る38(38)74(36.1)63

満 足 して い な い18(18)14(6.8)20

わか らな い7(7)6(2。9)・4

(2)ど ん な こ とで も心 を う ち あ けて 話 せ る友 人 が い ま す か

い る87(87)154(75.1)139

同a性61(61)107(52.2)133

異'性1(1)3(1.0)2

両.方26(26)42(18.5)4

い な い13(13)20(9.8)7

(3)友 達 づ きあ い は深 入 りし ない 方 が よい で す か

`ま レ:、24(24)27(13。2)17

レΣVΣ冬76(76)175(85.4)130

(4)閑 な と き友 人 と どん な雑 談 を します か(3つ 以 内)

政 治 ・経 済等 に つい て0(0)1(0.5)"1

衣 ・食 ・住 等 に つい て33(33)60(29.2)56

学 業 ・職業 ・友 人等 につ い て70(70)170(82.6)85

将 来 の 希 望19(19)57(27.8)41

恋 愛 や 異性 等 に つい て86(86)179(87.0)119

人 生3哲 学論2(2)14(6.8)3

趣 味 ・娯 楽等72(72)119(58.5)100

そ の 他8(8)7(3.4)3

(40.8)

(42.0)

(13.6)

(2。7)

(94.6)

(90.5)

(1.4)

(2.7)

(4.8)

(11。6)

(88.4)

(0.7)

(38.1)

(57.8)

(27。9)

(81.0)

(2.0)

(68.0)

(2.0)

(%)

41

45

15

4

92

55

5

23

16

29

79

0

29

83

34

88

1

63

8

(38)

(42)

(14)

(6)

(85)

(60)

(5)

(21)

(15)

(27)

(マ3)

(一)

(27)

(77)

(31)

(81)

(1)

(58)

(7)

一60一
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(Table4>1V.家 庭 関係 N髴108 一2001一

項 目 .N=100N=205

(1999)%(1992)96
N=147

(1986)%
(1)現在の家庭に係に満足していますか。

満足している
やや満足している
や不満足である

不満である
(2)家族についそどのように考えますか
○父の愛情

満 足
不満足
普 通

○母の愛情
満 足
不満足

普 通
○その他の家族

普 通
不満足
普 通・

○全体の人間関係
満 足.
不満足

普 通

52(52)
32(32)
14(14)

2(2)

39

16

10

49

11

9

64・

7

9

47

10

8

(3)親の考 え方や生 き方の くい ちがいがあ ります か

あ る28
い くらあ.るが苦 に しない62

な い10

(4隣 近所の家 とうちとけた交流があ りますか

あ る55

な い 』45

(5)家庭の収入 は充分 と思い ますか1充 分 ・'58・

不充分42

102(49.8)
69(33.7)
24(11.7)

6(2.9)

69(47.0)

51(34.7)
23(15.6)
3(2.0)

(39)〈Pos玉tive)厳 しい中にも人間の本当の愛 情を教 えてくれる

、(16)

(10)(Negative)も う少 し優 し く話 して欲 しい

(49)(Positive)よ く理 解 して くれ 、愛 して くれ て 優 しい

(11)

(、9)(Negative)神 経 質 で 口 う る さ い

(64)(Positive)姉 妹 と して 理解 し合 って い る

(7)

(9)(Negative)遠 くか ら見 て い て一 寸 厭

(47)(Positive)心 を わ っ て何 で も話 せ る

(10)

(8)(Nega七ive)ギ ク シ ャ ク して ま と まっ て い な い

(6)お母さんを どのようにしてあげたい と思 いますか

もっと趣味や楽 しみを持って もらいたい

家族 みなが もっと母を理解 して欲 しい

経 済的に、 もつ と独立 させ てあげたい

夫 や子 どもに頼 るだけでな く、自分 自

身の生 きる目的 を持たせ てあげたい

家 ばか りにこもっていないで、芸術
・政治 ・社会問題な ど外 のこ とに関心

を持 ってほ しい

母が年齢 をとってか らも、 もっと一緒

にいてあげたい

無 回答

33

11

6

9

0

33

8

(7)青年期 に両親、その他 に反抗 を感 じましたか

強い反抗を感じた
やや反抗を感じた
あまり反抗的でなかった

全く反抗を感じなかった

37

38

25

0

(28)

(62)

(10)

(55)、

(45)

(59)

(42)

(33)

(11)

(6)

(9)

(0)

(33)
(8)

(37)
(38)

(25)
(0)-

49

131

25

134

71

137

67

137

71

57

50

48

127

0

56

99

43

6

(23.9)
(63.9)
(12.2)

(65.4)
(34.6)'

(66.8>
(32.7)

(22.2)
(11.5)

(9.3)

(8,6)

36

101

10

110

37

87

60

109

42

32

42

(24.5)
(68.7)
(.6.8)

(74.8)
(25.2)

(59,2)

(40,8)

(74.1)

(28.6)
(21.8)

(28.6)

(7.8)25(17.0)

(30.6)93.、(63.3)

(一)0(一)

(27.3)41(27,9)

(48.8)82(55.8)

(21.0)23(15.6)

(2.9)1(4.2)

%

53(49)
30(28)
16(15)

9(8)

79

19

10

81

5

22

34

74

0

55 、

44

9

34

66

8

60

48

63

45

71

48

26

27

10

3

0

39

48

15

6

(68)

(18)

(9)

(75)

(5)

(20)

(31)

(69)

(一)

(51)

(41)

(9)

(31)

(61)

(7)

(56)

(44)

(58)

(42)

(66)
(44)
(24)

(25)

(9)

(3)

(一)

(36)

(44)

(14)

(6)

]V.家 庭 関係(Table4)(1)「 現 在 の家庭 に

満足 していますか」に対 し、満足49パ ー セ ント、.

や や満足28パ ー セ ン トで丸約70パ ーセ ントは、

問題はみられない。1992年で は、満足50パ ーセント、

や や満足34パ ー セ ン ト。1986年 で は、満足47

パ ー セ ン ト、やや満足35パ ーセ ン トで あ り、

21世 紀 のデ ー ター と比 較す る と、現在 は約

13パ ー セ ン ト満足度 は下降 してい る。(2)「家 族

につ いて どのように考 えますか」 に対 し、父

の愛情 は、厳 しい なか にも人 間の本 当の愛情

を教 えて くれ る68パ ーセ ン トで、母の愛情は、

満 足75パ ー セ ン ト、.その他 の家 族 で満足 は

31パ ーセ ン・ト、不 満足69パ ー セ ン ト、家族全

体 の人間関係の満足 は51パ ー セ ン ト、不満足

は41パ ー セ ン トであ った。2001年 の デ ーター

と、1999年 の データーとの比較 になるが 、父母

一61一
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との 関係 は、2年 前 のデーターよ り良好 にな

るが、 そあ他 の家族(皃 妹、祖父母等 との)

関 係 は良好 さが減ず る傾 向をみた。(3)「 親 の

考 え方 や生 き方 の くいちがいがあ ります か」

幽に対 し
、いくらかあるが気にしない61パ ー セン ト、

ない7パ ーセ ン トであった。 この項 目の年 々

の推移 は、序 々に考 え方 のずれの(約10パ 「

セ ン ト)増 加が み られた。(4)隣…近所 の家 とう,

ち とけた交流が あ ります か」 に対 し、あるの

回答 は56パ ー セ ン ト。1992年 は65パ ーセン ト。

1986年 は75パ ー セ ン トで、下 降の傾 向を示 し

てい る。膕希薄 になる近 隣…との交流 は、今後 も

続 くこ とを予測 される。

(5)「家 庭 の収入 は充分 と思い ますか」に対 し、

充分で ある59パ ー セ ン トであった。1992年 で

は、67パ ー セ ン ト。1986年 で は、59パ ー セ ン ト

で年 に よる大差 はみ られない。《6)「お 母 さん

をどの ように してあげたい と思い ます か」 に

対 し、1位 、「もっと趣 味や 楽 しみ を持 って

もらい たい」66パ ー セ ン トで、2位 は、家族

みながもっと母を理解 して欲 しい44パ ー セン ト。

3位 は、夫や子 どもに頼 るだけで な く、 自分

自 身 の 生 き る 目 的 を持 たせ て あ げ た い

25パ ー セン トであった。4992年 は1位 、母 が

年齢 を とってか らも、 もっと一緒 にい てあげ

・たい31パ ー セ ン ト。2位 、 もっと趣味や楽 し

み を持 って もらいたい22パ ーセ ン ト。3位 、

家 族 み な が もっ と母 を理 解 し て 欲 しい

12パ ー セン トで 、1986年 で は、1位.も っ と趣

味や楽 しみ を持 って もらいた》・74パー セン ト、

2位 、家族み なが もっ と母 を理解 して欲 しい、

夫や子 どもに頼 るだけでな く、.自分 自身の生

きる目的 を持 たせ てあ げたい29パ ーセ ン トで

あ った。又、母が年齢 を とってか らも、 もっ

と一緒 にいて あげたい63パ ー セ ン トで あ.った

が 、年 々激減 して、』21世紀 の デー ターで は

3パ ー セン トに下降 してい る。母親 に対す る

思いや りを持 ちなが らも、独立(自 律)し て

欲 しい。、又、いつ も一緒 にいてあげ たいとい

う意識 は失われる寸前であ る。(「娘 は、老後

.の 世話 をして くれ る」 は、神 話 と化 した よう

で ある。)(7)「 青 年期 に両親 、 そ の他 に反抗

を感 じま.したか」 に対 し、やや反抗 を感 じた、

44パ ーセ ン ト。強い反抗 を感 じた36パ ー セ ン ト

で あった 。1992年 で は、や や反抗 を感 じた

49パ ーセ ン ト、強い反抗 を感 じた27パ ー セ ン ト

で あ り、1986年 で は 、や や 反 抗 を 感 じた

56パ ーセ ント、強い反抗 を感 じた28パ ー セ ン ト

であ った。即 ち、推移 とい う状態 はみ られない。

V.学 校 関係(Table5)(1)「 今 まで の

学校 生活 に満足 していますか」 に対 し、やや

満足は52パ ーセン ト、満足 している20パ ー セ ント

で 、約72パ ー セ ン トの もの は、満足 の状 態

であ る。1992年 で は、やや満足60パ ーセ ント、

満足 してい る,は、22パ ー セ ン トであ り、1986年

で は、やや満足 は58パ ー セン トで満足 してい

る は10パ ー セン トであった。1999年 の データー

で も、やや 満足16パ ご セ ン ト、満足 で ある

55パ ー セ ン トで、年による推移はみ られなかっ

た。(2)「 進 学す るのは、次 の項 目のいずれが

主 な理 由です か」 に対 し、1位 は 、将来 の

職 業 生 活 や 結 婚 生 活 を有 利 に す る た め

81パ ー セ ン ト、2位 は、教養 を身につけるた

め75パ ー セ ン ト、3位 は、他 の人達 が進学 す

るので 自分 も した い31パ ー セ ン トであつた。・

1992でTは 、1位 、 教 養 を身 につ け るた め

50パ ー セ ン ト、2位 は、将来 の職業生活 や結

婚 生活 を有利 にす るため36パ ー セ ン ト、3位

は、親が上級学校へ進学 した方が将 来得 であ

る とすすめたから4パ ーセ ン トであ り、1986年

で は、1位 、教養 を身につけるため92パ 憎 セ ント丶

2位 、他の人達が進学す るので自分 もしたい

45パ ー セ ン ト、3位 は、親が上級学校へ進学 し

た方が将来得であるとすすめたから25パ 己 セン ト

であ った。:即ち、.進学す る理 由に大 きな推移

が み られた。2001年 に示 した1位 の理由、将 来

の職業生活や結婚生活 を有利 にす るためは、

1986年 で は皆無で あうた。年 々実利 的な 目標

一62一



女子学生の生活態度・意識の推移(第4報)

(Table5)V.学 校 関係 N=、08 一2001一

項 目 N=100N=205N・=147

(1999)(%)(1992)(%)(1986)(%)

(1>今までの学校生活に満足していますか

満足している
やや満足
やや不満

不 満
(2)進学するのは次の項目のいずれが主な理由ですか
将来の職業生活や結婚生活を有利にするため

教養を身につけるため
他の人達が進学するので自分もしたい、
親が上級学校へ進学した方が将来得であるとすすめたから

進学は不必要である
若い時から働いた方が良い
進学したいがアルバイトしなければならない

その他
(3}学校は就職や結婚な有利になる手段となっていますか
は い
いいえ

16(16)46
55(55)122

20(20)30
9(9)3

52

35

3

7

0

0

0

3

77

23

(4)今の学校は試験の成績で優劣を決めて人蘭性を無視していますか
は い

いいえ

(5)学校では社 会で役立つ技術や知識を得 られないですか

は い

いいえ

(6)学校では学生 ・生徒の意見が反映されそいないですか

は ㌣

い い え.

75

25

(52)
(35)
(3)

(7)
(0)
(0)

(0)
(3)

(77)
(23)

(75)
(25)

(40)
(60)

(63)
(37)

(70)
(30)

74

103

5

8

0

4

0

5

147

54

157

47

(22、4)

(59.5)

(14.6)

(1.5)

(36.1)

(50.2)

(0.2)

(3.9)

(0)

(2.0)

(0)

(0.2)

(71.7)

(26.3)

(76.6)

(22.9)

4085(41.5)

60117(57.1)

63107(52.2)

37馳95(46.3)

(7)現 代 は 能力 よ りも卒 業 した 学 校 に よ り、就 職 ・将 来 が 決 ま る社 会 で あ る ので す か

`ま レ》70125(61 .0)
い い え3080(39 .0)

14(9.5)

85(57.8)
41(27.9)

7(4.8)

135

66

36

0

0

1

8

137

10

106

41

86

61

86

61

84

63

(一)

(91.8)

(44.9)・

(24.5)

(0)

(0)

(0.7)

(5.4)

(93.2)

(6.8)

(72.1)

(27.9)』

(58.5)

(41.5)

(58.5)

(41。5)

(57.1)

(42.0)

(%)

22(20)

56(52)

23(21)

7(6)

87(81)

81(75)

33(31)

8(6)

3(3)

4(4)

5(5)

17『(16)

77(71)

31(29)

65(61)

43(40)

30(28)

78(72)

47

61

58

50

(44)
(56)

(54)
(46)

を持 って進学す る とい う推移 が浮 き刻 りにさ

れた。(3)「 学 校 は、就職 や結婚 に宥利 にな る

手段 となっていますか」に対 し、はい71パ ーセ ン ト

であ り、1992年 、1986年、そ して1999年 の データー

に も差はみ られ ない 。(4)「今 の学校 は試験 の

成績で優 劣 を決め て人 間性 を無視 してい ます

か」 に対 し、 はい61パ ー セ ン トで あった。

1992年 は77パ ー セ ン.ト、1986年72パ ー セン ト、

又 、1999年 のデーターで も75パ ーセ ントであっ

たが、21世 紀 のデー ターで は、約10パ ー セ ン

ト下 降 し、試験 のみで優 劣 は決めてい ない と

い う回答 も増加 して きた。 この傾向 は、以後

増加す るであろ うことが予測 され る。(5)「 学

校 では、社会 で役 立つ技術 や知識 を得 られ な
1
いですか」に対 し、いいえの回答は72パ ーセ ン ト

で あった。1992年 で は、いいえ57パ ーセ ント、

1986年42パ ーセ ントであ り、又、1999年 の デー

ターは60パ ー セ ン トであった。 この回答は、

年々学校 教育 をポジテ ィブに視 る傾 向が強 ま

り、良好 な意識 の推移 とみ るのが 、妥 当であ

ろう。(6)厂学 校 では、学生 ・生徒 の意見が反

映 されていないですか」 に対 し、いいえの回

答 は56パ ー セン トで、1992年46パ ー セン ト、

1986年46パ ーセ ン トであつた。即 ち、どちら

と も言 えない とい う反応 をみた ことになる。
』(
7)「 現 代 は、能力 よ りも卒業 した学校 により、

就 職 ・将来が決 まる社会 ですか」 に対 し、 は

いの回答 は54パ ー セ ン トであ った。1992年 で

は61パ ーセントであ り、1986年で は57パ ー セン ト

で大差 はみ られなか った。

V【.国 家 ・社会 生活 関係(Table6)

(1)「わ が国に生 まれ、わが国で生活 する こと

に満足 してい ます か」 に対 し、満足 している

46パ ー セ ン ト、やや満足45パ ー セ ン トで、約

91パ ー セ ン トの ものは、満足 している ようで

ある。1992年 で は満足53パ ー セ ン ト、や や満

足38パ ー セ ン トで約91パ ー セ ン トが満足 して

い る ようで、1986年 で は、満足は61パ ーセン ト、

一63一
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(Table'6)V【.・ 国 家 ・社 会 生 活 関 係 N・、08

項 目 N蠶100Nニ205

(1999)(%)(1992)(%)

N=147
(19S6)(%)

(1)わが国に生まれ、わが国で生活す ることに満足 していますか

満足 している'55(55)

やや満足 』 ・ 』 噛35(35)

やや不満8(8)

不 満.2(2)

(2)わが国に とって次 のどれが必要ですか

伝統や文化 を大切 にする.こと14(14)

産業 を奨励 レ 経済生活を豊:かにす る15(15)

社会保障に力を入れ、ゆった りした生活 にす ること23(23)

平和 な社会を築 くこと26(26)

自然 を大切にす ること20(20)

国際社会で尊敬 され るζと0(0)

その他2(2)

109(53.2)

77(38.0)

13(6.3)

1.(0.5)

90・(61.2)

48(32.7)

6.(4.1)

1( .0吃7)・.

17(8.5)57(38.8)

5(2.4).37(25.2)

41(20.0)87(59.2)

54(26.3)116(78.9)

74(36.1)79(53。7)

9(4.4)32(21.8)

5(2.4)2(1.4)

(3)「 道路 な ど公 共事 業 のため 立 ち退 き させ られ る人 達 はく しば しば反対 運 動 を起 こ します。 その 反対 運動 につ いて

権 利 の 主 張 と して 当 然 だ .74(74)i66(81.0)99(67.3)

公 共 の 福祉 の ため 不 当 だ と思 う ・ 』9(9)17(8.3)22'(15.0)

そ の 他-15(15)11(5。4)24(16.3)

(4)「 国 全 体 の利 益 に重 点 が 置 か れ す ぎて 、 国民 ひ と りひ と りが なお ざ りに され て い る 」 と思 い ます か

はV、 ・層77(77)155(75.6)82 .(55,8)

V、レ、え23(23)46(22.4)'621(42.2)

(5)「 国 民 の の ぞ む こ と と反 対 の 政 治 が行 わ れ てい る こ とが あ る」 と思 い ます か

はV、87.(87)193(94.1)82(87.1>・

V、レ、え..13(13)46(22.4)62(12.9)

(6)「 人 間 の信 頼 よ り規 則 や 法律 に縛 られ て い る社 会 で あ る 」 と思 い ます か
『
`よ レ}-79(79)』114(55.6)88(59.9)

レ、レ、え9 .21(21)90(43.9)59(40.1)

(7)「 お 金 さえ あれ ば何 で もで きる物 質万 能 め社 会 にな っ て い る」 と思 い ます か.

は レ、89(89)156(76.1) ,113(76。9)

い い え'11(11)46(22 .0)34(2呂.1)

(8)「 人 間 の 将 来 は親 の 職 業 や家 柄 に よ っ て事 実 上 決 ま って い る」 と思 いま す か 「

弖まv}32(32)88(42.0)、 .77(52.4)

V、レ、え.68(68)113(55.1)69「(46.9)

(9)「 大 人 は現 状 維 持 を大 切 に しす ぎ て い る」 と思 い ます か

`まV}.56(56)・113(55.1)99(67.3)

V、レ》え44(44)』89(43.4).48(32.7)

⑩ 「老 人 が気 め毒 な社 会 だ 」 と思 い ます か

}まV、57(57)86(42.0)78(53.1)

レ、レ、え43(43)116(56.6)69(46.9)

⑳ 「国 は 国民 の権 利 や 福祉 を守 っ て い る」 と思 い ます か

充分、守っている 、.2(2)1

やや充分である 』'28(28)50

あま り充分 でない 層 ・64(64)139

全 くだめである.』6(6) 、、15

⑫社 会に対 して不満 をもった と仮 定す るとどんな態度が良い と思いますか

選挙権 を行 使す るくらいで、それ以上積極的な態度は とらない

、49(49)123

(そ の理 由は)

個人の力では及ばないところに問題がある

社会のことは誰か適当な人がやればよい

自分にとって他にもっと大切なことがある

合法的範囲で積極的な行動に訴える

場合によっては暴力など非合法的な手段にも訴える

あまり関心がなく何もやらない

』28

0

6

11

4

35

(28)

(0)

(6)

(11)

(4)

(35)

・91

2

9

40

0

38

(Q.4)1(o.7)
(24.4)60(46,8)
(67.8)'84.(57.1)
(7.3)2(1.4)

(60.0)

(43.9)
(0.9)
C4.4)
(19.5)
(0)
(18.5)

91(61.9)

.76

2

4

29

1

26

(51.7)

(1.4)

(2.7)

(19.7)

(0.7)

(17.7)

一64一

一2001一

(%)

50(46)
「49(45)

8・(7)

1(1)

47(44)

38(35)

55(51)

79(73)

78(72)

12广 .(11)

7(6)

82(76)

10(9)

・16(15)

78一 く72)

30(28)

99(91)

9(8)

71(66)

37(34)

67(62)
41(38)

48(44)

60(56)

63(58)

45(42)

47(44)
61(56)

0(一)

35(32)

69(64)

4(4)

42(39)

30・

2

4

23

3

40

(28)

(2)

(4)

(21)

(3)

(37)
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や や満足 は33パ ー セ ン トで94パ ご セ ン トが

満足 してい るようで、大差 はみ られなかった。

(2)「わ が国 にとって次 の どれが必要ですか」

に対 し、1位 は 、 平 和 な社 会 を築 くと と

73パ ー セ ン ト、2位 、自然 を大切 にす る こ固

72パ ー セ ン ト、3位 、社会保 障 に力 を入 れ 、

ゆった りした生 活 にす ること51パ ーセ ン ト、

次いで伝統や文化を大切にすること44パ ー セン ト

であった。・1992年 で は、 ユ位 、 自然 を大切 に

す るこ と36パ ー セ ン ト、2位 、平和 な社会 を

築 くこ と26パ ー セン ト、3位 は、社会保 障 に

力 を入 れ 、ゆ っ た り した生 活 にナ る ご と

20パ ーセ ン トで あった。1986年 で は、1位 は

平和 な社会 を築 くこ と78パ ー セン ト、2位 は、

社会保障 に力 を入れ 、ゆった りした生活 にす

ること59パ ーセ ン ト、3位 は自然 を大切 にす

ること54パ ー セ ン トであ った。又、1999年 の

デー ターでは、1位 、平和 な社会 を築 くこ と

26パ ー セ ン ト、2位 、社会保障 に力 を入れ、

ゆった りした生活 にす ること23パ ーセ ン ト、

3位 、 自然 を大切 にする こと20パ ー セ ン トで

あった。20世 紀 末か ら21世 紀 を迎 え、 自然の

破壊 による生命体 あ危機 を防止 しようとい う

意識 の強さが み られ、『平和 な社 会、又 、社会

保障 という態度 が回答 の中にみ られる。又 、

伝統 、文化 も大切 に守 り允 い とい う意識 もみ

られ る。(3)「 道 路 な ど公 共事業 のため、立ち

退 きさせ られ る人達 は、'しば しば反対運動 を

起 こします。そ の反対運動 について」権利 の

主張 と して当然 だ76パ ー セ ン トで あ っ た 。

1992年 で 齟は81パ ー セ ン ト。1986年 で は

67パ ー セ ン トであ る。又 、1999年 の データー

では74パ ー セ ン トで大 差 は み られ ない。(4>

「国全体 の利益 に重 点が置か れす ぎて 、 国民

ひ とりひ と りが なお ざ りにされ ていると思 い

ます か」 に対 し、 はい72パ ーセ ン ト。1992年

で は、76パ 」 セ ン ト、1986年 で は56パ ーセ ン

トであ り、1992年と1986年 の間に、約20パ ーセ ント

の差がみ られ、意 識の変化が明瞭 にみ られた

ことになる6(5)「 国 民の のぞ むこと と反対の

政治が行われてい ることがあると思いますか」

に対 し、はい92パ ー セ ン トであつた。1992年

で は94パ ー セ ン ト、1986年 で は$7ペ ー セ ン ト

であった。又、1999年のデーターでは87パ ーセン ト

であった。大差 はみ られなかった。(6)「 人 間

の信頼 より、規則 や法律 で縛 られて・いる社会

であると思いますか」に対 し、はいは60パ ・一セン ト

で あった。1992年 で は56パ ー セ ン ト、1986年

で は60パ ー セ ン ト、又 、1999年 の データーで

は79パ ーセ ン トであった。即 ち1明 瞭 な差 は

み られない。(7>「 お 金 さえあれば何 で もで き

る物質万能め社会 になっていると思y・ますか」

に対 し、'はい は62パ ー セン トであった。一1992

年 は76パ ー セ ン ト、1986年 で は7マパーセ ン ト

で、20世 紀 にな り減少の傾向がみ『られた。

即 ち、物 質万 能の社会 で はない との回答 であ

る。(8)「人 間の将来は、親の職業や家柄によっ

て事 実上決 まっでいる と思い ますか」・に対 し㍉

いいえは56パ ー セ ン トであった』1992年 で は

55パ ー セ ント、1986年 で は47パ ー セン トであっ

た 。又 、1998年 で は68パ ー セ ン トで あ り、

1998年 を ピークに、20世 紀 には下 降の現象 が

み られた。(9)「 大 人 は、現状維持 を大切 に し

す ぎてい る と思い ます か」 に対 し、はい との

回答 は、58パ ーセ ン トであった61992年 で は

55パ ーセ ン ト、1986年 で は67パ ー セントであっ

た。又、1999年 で は56パ ーセ ン トで1986年 を

ピー クに、1992年 で 急激:に下降 し、又、 ゆる

やか な上昇 の傾 向が み られた。⑩ 广老 人が

気 の毒 な社 会だ と思い ますか」 に対 し、いい

え56パ ーセントであった。1992年 で は57パ ー セン

ト、1986年 は47パ ー セ ン トであ り、1999年 は

43パ ー セ ン トで、2峰 性の傾向 をみた ことに

なる。

⑪ 「国は、国民 の権利 や福祉 を守っている と

思 い ます か 」 に対 し、あ ま り充 分 で な い

63パ ー セ ン トであ り、充分 は皆無 であった。

1992年 は あ ま り充分 で ない68パ ー セ ン ト、

一65一
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(Table7)V皿.未 来 関係 N=108 一2001一

項 目 N=100N=205N=147

(1999)(%)(1992)(%)(1986)(%)

(ユ)「人類 の英知で世界大戦 は、 さけ られるだろう」 と思い ますか

は い

いいえ

55(55)141(68。8)90・(61.2)

45(45)63(30.7)57(38.8)

(2)「人類 の英知で地球 の汚染や資源の減失はさけられ るだろう」 と思いますか

は い

いいえ

48(48)112(54.6)47(32,0)

52(52)91(44.4)100(68.0)

(3)「30年後 には、 もっと住み よい社会 になるであろ う」 と思います か

は い

いいえ

28(28)46(22.4)38(25.9)

72(72)155(75.6)109(74.1)

(%)

68(63)

40(37)

53(49)

55(51)

29(27)

79(73)

1986年 は57パ ー セ ン トであ った 。又、1999年 で

は64パ ー セ ン トで 、1992年68パ ー セ ン.トを

頂点 とし、1999年 、2001年 と64パ ー セ ン トに

下 り一定 となった。即 ち 「国民 の権利、福祉」

は、充分でない との回答 が過半数であ った。⑫

「社会 に対 して不満 を もった と仮 定す る と、

どんな態度が 良い と思 い ます か」 に対 し、選

挙権 を行使す る くらいで、それ以上 、積極 的

な態度 は とらない39パ ー セ ン トであっ.た。

理由 は、 あま り関心が ないので何 もや らない

37パ ー セ ント、次 いで、個人 の力 では及 ぼな

い ところに問題が ある28パ ー セ ン ト。又 、合

法的範囲で、積極的な行動に訴 える21パ ー セ ン

トであ った。1992年 で は、選挙権 を行使す る

くらいで、それ以上積極的 な態度 は とらない

60パ ー セ ン トであ った。理 由は、個人 の力 で

は及ば ない ところに問題がある43パ ーセン ト。

理由は合法的範囲で積極的 な行動 に訴 える20

パ ー セ ント、次いで、 あま り関心が な く、何

もや らない19パ ーセ ン トであ った。1986年 で

は、選 挙権 を行使 す る くらい で、そ れ以上

積極 的な態度 はとらない62パ ーセ ン トであ っ

た。理由は、個人の力で は及 ばない ところに

問題 がある52パ ーセ ン トであ った。又 、1999年

で は、選挙権 を行使す る くらいで、それ以上

積極 的な態度 はとらない は、49パ ー セ ン トで

あった。即 ち、1986年 の62パ ー セ ン トを頂点

に、1992年60パ ー セ ン ト、1999年 、2001年 と

下 降の傾 向 をた どってい る。又、あ ま り関心

が ない との 回答 は1986年 の18パ ー セ ン トか ら

順次1992年 の19パ ーセント、1999年35パ ーセント、

2001年 の37パ ー セ ン トと上昇の傾向にあった。

W.未 来 関係(Table7)(1)「 人 類 の英 知

で、世界大戦 は、さけ られるだろ うと思い ま

すか」 に対 し、はい63パ ー セ ン トであった。

1992年 で は69パ ー セ ン ト、1986年 で は

61パ ーセ ン トで 、大 差はみ られない。(2)「人類

の英知で、地球 の汚染や 、資源 の減 失は さけ

られ ますか」 に対 し、はいは49パ ー セ ン トで

あ った。1992年 で は55パ ー セ ン ト、1986年 で

は32パ ー セ ン トで あ った。又 、1999年 で は

48パ ーセ ン トで あったQ即 ち、1986年 で最 も

悲 観的見解 を示 し、以 降、50パ ー セ ン ト前後

に上昇 してい る。(3)「30年 後 には、 もっ と住

み よい社 会 になるで あろうと思 います か」 に

対 し、いい え73パ ー セン トで あった。1992年

で は76パ ー セ ン ト、1986年 で は74パ ーセン ト、

又 、1999年 で は72パ ーセ ン トで変化 はみ られ

な く、「30年後 には、住 み よい社 会 に は なっ

てい ない」 との 回答 を得た ことになるd

田.異 性関 係(Table8)(1)「 結 婚 につ い

ては見合結婚 と恋愛結婚 と、 どちらが望 ま し

いですか」 に対 し、恋愛結婚71パ ー セン ト、

どち らで もよい19パ ー セ ン ト、見合 結婚

1パ ーセ ン トであった。1992年 で は、恋愛結婚

75パ 「 セ ン ト、 どちらで もよい24パ ー セン ト、

見合結 婚は皆無であ った。1986年 で は、恋愛

結婚65パ ーセント、どちらでもよい29パ ーセント、
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(Table8)皿.異 性 関係 N・、08 一2001一

項 目 N=100N・=205N=147

(1999)(%)(1992)(96)(1986)(%):

(1)結婚 について は見合結 婚と恋愛結姆 と、どち らが望 ま しいですか

見合結婚 .'0(0)0(0)

恋愛結婚87(87)154(75.1)

どちらで もよい .13(13)49(23.9)

(2)結婚相手 を選ぶ とき、次の どれを最 も重要 とします か(3つ 以内)

健 康

愛 情

知 能(学 業成績等)

性 格

容 姿

経 済(生 活能力)

職 業

家庭環境

純 潔

その他

うれしかった
いやな感じ

恥ずかしかった

不安であった

予期したものが生じた感じ

大人になった感じ

誰かにうちあけたい感じ』

その他

家庭から

学校で

図 斉

雑 誌

テレビ・映画等

その他

29

85

1

92

24

54

4

7

1

1

(3)性的変化(初 潮)に ついて、 どんな感 じを持ち ましたか

14
「

37

56

49

24

36

9

8

(29)

(85)

(1)

(92)

(24)

(54)

(4)

(7)

(1)

(1)

(14)

(37)

(56)

(48)

(24)

(36)

(9)

(8)

(64)

(95)

(7)

(55)

(51)

(6)

(49)

(41)

(10)

(2)

(82)

(0)

(16)

(62)

(38)

(7)

(60)

(33)

14

87

0

0

16

0

0

0

0

9

50

45

32
幽
33

19

3

13

.(4姓 的知識 を主 として、どんな経路で得 ま したか ㊥ つ以内)

6419

951441

75

5523

519

65

(5)現在、特 に愛情 を感 じている異性がい ますか

い る'.49114

いない 』4178

その他 』 』107

(6)結姆前の性 的関係 を認め ますか

進 けるべ きである ・217

愛情 があれ ばいい82142

鼕 情が な くて もいい.103
わか らない1641

(7)現在純潔ですか

純潔である ・62166

・純潔で ない3836

(8)結婚 した場合、相手 の家族 との同居について

同居 して よい725

別居 したい60112

どちらで もよい 馳'3365

(9)同性愛 を感 じた経験 があ りますか

強い同性愛 を もち、異性へ の興味が ない4(4)4

強い同性愛をもつが、異性への愛情は別である4(4)15

軽 い同性愛 を もった5(5)27

その他 』 』87(87)154

⑩ 結婚する場合 、相手の純潔について、どの ように考 えますか

絶 対に純潔 を求め る 「2(2)8

純 潔であることを希望するが拘泥 しない25「(25)69

純 潔についてほとん ど問題に しない73(73)125

(6.8)

(42.4)

(0)

(42。9)

(0)

(7.8)

(0')

(0)

(0)

(0)

(4。4)

(24.3)

(22.0)

(15。6)

(16.1)

(9.3)

(1.5)

(6.3)

(9.0)1

(70.0)

(2.Q)

(11.0)

(4.0)

(2.0)

(55.6).

(38.0)

(3.4)

(8.3)

(69。3)

(1.5)

(20.0)

(78.0)

(17.6)

(12.2)

(54.6)

(31.7)

(2.0)

(7.3)

(13.2)

(75.0)

(3.9)

(33.7)

(61.0)

10

95

42

58

116「

18

107

10

102

2

6

2

1

18

81

87

66

47

46

9

3

27

134

15

121

71

3

75

68

3

33

72

1

41

140

7

16

80

51

3

10

20

111

7

53

87

(6.8)

(64.6)

(28.6)

(39.5)

(78.9)

(12.2)

(722)

(6.8)

(69.4)

(1.4)

(4。1)・

(1.4)

(0.7)

(12.2)

(55.1)

(59.2)

(44.9)

(32.0)

(31.3)

(6.1)

(2.0)

(18.4)

(91.2)

(10.2)

(82.3)

(48.3)

(2.0)

(51.0)

(46.3)

(・2.0)

(22.4)

(49.0)

(0.7)

(27.0)

(95.2)

(4.8)

(10.9)

(54.4)

(34.7)

(2.0)

(6.8)

(13.6)

(75.5)

(4,8)

(36。1)

(59.2)

(%)

1(1)

77(71)

20(19)

29・(27)

87(81)

1(1)

91(84)

13(12)

70(65)

6(6)

6(6)

4(4)

4(4)

7'(6)

50(46)

48(44)

43(40)

28(26)

38(35)

5(5)

9(8)

30(28)

99(92)

5(5)

57(53)

47(44)

5(5)

33(31)

65(60)

0(一)

4(4)

87(81)

0(一)

17(16)

67(62)

41(38)

7(6)

90(65)

31(29)

14(13)

17.(16)』

7(6)

70(65)

5(5)

31(29)

72(67)
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見 合 結婚7パ ーセ ン トであ った。1999年 で は

恋愛 結 婚87パ ー セ ン ト、 どち らで も よ い

13パ ー セ ン ト、見合 結 婚 は皆 無 で あ っ た 。

1999年 の恋愛結婚87パ ー セ ン トを頂 点 と し、

21世 紀 には、やや75パ ーセントと12パ ー セ ン トの

下降の傾 向が み られた。

(2)結婚 相手 を選 ぶ とき、次 の どれ を最 も重要

と しますか」に対 し、1位 、性格84パ ー セ ン ト、

2位 、 愛 情81パ ー セ ン ト、3位 、 経 済

65パ ー セ ン ト、次 いで健 康27パ ー セ ン トを

あ げ て い る 。1992年 で は 、1位 、 性 格

43パ ー セ ン ト、2位 、愛 情42パ ー セ ン ト、

3位 、 経 済8パ ー セ ン ト、 次 い で 健 康

7パ ー セ ン トの4項 目をあげ 、他 の項 目 は

皆 無 で あ った 。1986年 で は 、1位 、 愛 情

79パ ー セ ン ト、2位 、性格72パ ー セ ン ト、

3位 、 経 済69パ ー セ ン ト、 次 い で 健 康

40パ ー セ ン トであった。1999年 で の1位 は、

性格92パ ーセント、2位 は、愛情85パ ーセ ン ト、

3位 、 経 済54パ ー セ ン ト、 次 睦 で 健 康

29パ ー セ ン トであ り、又、容姿24パ ー セ ン ト

も特徴 づ け られ る。即 ち、1999年 を頂点に し、

2001年 で も愛情 よ りも性格が選 ばれている。

又、経済力 も、健康 よ りも強 く志 向 されてい

るのであ る。(3)「 性 的変化(初 潮)に ついて、

どんな感 じを持 ちま したか」 に対 し、1位 、

いやな感 じ46パ ーセ ント、2位 、恥ずか しか っ

た44パ ーセント、3位 、不安であった40パ 「 セ ン ト

とNegativeな 反 応が 多 く、 次 い で 、大 人 に

なった感 じ35パ ー セ ン ト、予期 した ものが生

じた感 じ26パ ー セ ン トであ った。1992年 で は、

1位 、 い や な 感 じ24パ ー セ ン ト、2位 、

恥 か しか った22パ ーセ ン ト、3位 、予期 した

ものが 生 じた感 じ16パ ー セ ン トであ った。

1986年 で は、1位 、恥か しか った59パ ーセン ト、

2位 、いやな感 じ55パ ー セ ン ト、3位 、不安

であった45パ ー セ ン トであった。(4)P性的 知識

を主 として、 どんな経路 で得 ま したか」 に対

し、1位 は、学校 で92パ ー セ ン ト、2位 は、

雑 誌53パ ー セ ン ト、・3位は、テ レビ ・映画等

44パ ー セ ン トであった。1992年 で は、1位 は、

学校 で70パ ー セ ン ト、2位 、雑誌11パ ーセ ント、

3位 は、家庭 か ら9パ ーセ ン ト『であ った。

1986年 で は 、1位 、学校 で91パ ー セ ン ト、

2位 、雑 誌53パ ー セ ン ト、3位 、テ レビ ・

映画等48パ ー セ ン トであった。(5)「 現 在、特

に愛情 を感 じている異性が いますか」に対 し、

い ない60パ ーセ ント、いる31パ ー セ ントであっ

た。1992年 で は、いる56パ ー セ ン ト、い ない

38パ ー セ ン トで あ り、1986年 で は 、 い る

51パ ー セ ン ト、 いない46パ ー セ ン トであ っ

た。21世 紀 のデーターでは、以前 よ り、愛情 を

感 じて い る異 性 が い る と回答 した もの は

約20パ ー セ ン ト減 となっている。(6)厂 結 婚前

の性的 関係 を認 めます か」 に対 し、愛情があ

ればいい81パ ーセント、わからない16パ ーセ ント、

避 けるべ くであるは4パ ーセン トであ った。

1992年 で は、愛情が あればよい69パ ーセ ント、

わか らない20パ ー セ ン ト、避 けるべ きであ る

8パ ーセ ン トであった。1986年 で は、愛情が

あれ ばよい49パ ー セ ン ト、避 けるべ きである

22パ ー セ ン ト、わか らない27パ ー セン トであっ

た。又、1999年 の データーは2001年 の もの と

の大差はな く、愛情があればよい82パ ー セン ト、

わか らない16パ ー セ ン ト、避 けるべ きである

2パ ーセ ン トであ り、社会 ・文化 的影響 が鮮 明

に結 婚前の性 的関係 につ いての大 きな意識の

変化 がみ られた。(7)「現 在純潔 です か」 に対

し、純潔 であ るの回答 は62パ ーセン トである。

1992年 で は78パ ー セ ン ト、1986年 で は

95パ ー セ ン ト、又 、1999年 の データーでは、

62パ ー セ ン トで あっ た。即 ち 、1986年 か ら

急激 に減少 している という結果 を得 た ことに

なる。(8)「 結 婚 した場合、相手の家族 との同

居 にっいて」に対 し、別居 したい65パ ーセン ト、

どち らで もよい29パ ーセン トをはるか に上廻っ

ている。1992年では別居 したい55パ ー セン ト、 ど

ち らで もよy・32パ 「 セ ン ト、又、 同居 して よ
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い12パ 「 セ ン トで あ っ た 。1986年 で は 、

別 居 したい54パ 山 セ ン ト、どち らで も よい

35パ ーセ ン ト、同居 して もよい11パ ー セ ン ト

であ った。別居 を望 む回答が1999年 か ら急激

に約10パ ー セン ト増加 したこ とになる。

(9)「同 性愛 を感 じた経験があ りますか」,に対

して 、35パ ー セ ン トの ものが経 験が あ り、

異性へ の興 味が ない も13パ"セ ン トをみ た。

又 、強い同性 愛 をもつが、異 性への愛 情 は別

である16パ ー セ ン ト も あ る 。1992年 で

は 、22パ ー セ ン ト、1986年 で は22パ ー セ ン

ト、又 、1999年 で は13パ ー セ ン トで、2001年

で の増加 は、社会 ・文化 的結果 とみる ことも

で きるで あろ う。⑩ 厂結婚す る場合 、相 手の

純潔 につい て、 どの ように考 えます か」 に対

し、 純 潔 につ い て ほ と ん ど問 題 に しない

67パ ー セ ン ト、純潔 であることを希望す るが、

拘泥 しない29パ ー セ ン ト、絶対 に純 潔 を求 め

る5パ ーセ ン トであった。1992年 で は、純 潔

であることを希望するが、拘泥 しない34パ ーセント、

純潔 について ほとん ど問題 に しない34パ ーセ

ン ト、絶対 に純潔を求める3パ ーセン トであ る。

1986年 で は、純潔についてほ とん ど問題 に し

ない59パ ー セ ン ト、純 潔である ことを希望す

るが、拘泥 しない36パ ー セ ン ト、絶対 に純潔

を求め る5パ ーセ ン トであった。即 ち、1986年 、

1992年 間 では大差 は認められず、1999年 、2001年

で の大差 もな く、相手 の純潔 については、ほ

とん ど拘泥 しない とい う意識 がみ られた。

結論;

1.人 生観;女 子学生 は、厂人 生 で は、 他 人

との誠 実や愛」を求め、1986年 か らのデーター

と大差 はな く、宗教 に対 しては、関心がなく、

人 間の本性 は、善か悪か分 らないと回答 し、

自信 に欠け、「今 の社会 では、 あ くせ く働 く

よ り、のんび りす ることが大切」 と し、混沌

と した未来 に対 し、 経 済 的不安 感 もあ り、

「お金 は使 うよ り、貯金 も大 切 だ」 と感 じて

い る。推移 はみ られない。

1.自 己関係;「 自分の性格について」は、

やや不満である。 と要求水準が高 く、厳 しく

自己を見つめているようである。性格は中庸

であ りたい傾向を示 しているが、反面、自己

への満足感も2001年 のデーターでは増加 して

いる。自己が魅力的であるは2001年 では下降

している。又、「理想の人物、作家、芸術家」

には、全 く関心を示 さず、自己の身辺の辺で、

狭 く生活 しているようである。余暇は、町を

ぶらつ く、音楽 を楽 しむという、大衆文化

(メディア)の 中を、受け身的に、 ただよっ

ているとの回答であった。又、アルバイ トも

上昇の傾向がみられた。

皿.'友 人 ・生活関係;友 人関係では満足 し、

良好である。異性の友人を相談相手として選

んでいるものも1992年 より増加の傾向を示 し

ている。恋愛、異性等 についての雑談もあり、

又、学業、職業、趣味、娯楽等と多岐に渡っている。

]V.家 庭関係;現 在の家庭への満足感はあり、

父母の愛にっいても70パーセント台で満足 し

ているようである。しかし、近隣…との交流は、

粗で、対人関係は薄 くなりつつある環境で

生活 しているようで閉鎖的である。又、従来

の 「母が年齢をとってか らも一緒にいてあげ

たい」は年々下降を示 し'ている。『

V.学 校関係;現 在までの学校には72パーセント

の ものが満足 と回答 し、従来の職業生活や

結婚生活を有利にするとの意識がみられた.。

実利的な目標を持って進学する姿が浮き刻 り

にされたようである。

W.国 家 ・社会生活関係;わ が国に生 まれ、

わが国で生活することに満足は、約91パーセント

のものにみられた。平和な社会 を築き、自然

を大切にし、社会保障に力を入れ、、ゆった り

した生活 を理想 としている回答が得 られた。

しかし、国民の望む政治が行われていないと

の回答 も92パーセントにみられた。又、国民

の権利、福祉は充分でないどの回答 も過半数

にみ られた。
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皿、未来関係;「 人類の英知で世界大戦はさ

けられるだろう」は過半数のものが、はいと

回答 し、「地球の汚染や資源の減失は、さけ

られるであろう」も50パーセン ト前後にみられ

たが 「30年後社会」は住みにくくなるとの見

かたも72パ ーセン トにみられた。

皿.異 性関係;結 婚については恋愛結婚を望

ましい71パ ーセン トにみられ、結婚相手には、

性格、愛情、経済、次いで健康 の項目があげ

られた。性的変化(初 潮)に ついては、いや

な感じ、恥ずか しい、不安と、否定的な反応

がみられた。性的知識は学校で、次いで雑誌、

テレビ、映画の順であった。「現在愛情を感

じている異性」は 「いる」31パ ーセン トで、

1986年 以来、最 も少ない回答であった。結婚

前 の性 的 関係 は 「愛 情 が あ れ ば よ い」

81パ ーセン トの回答で、前報告からの推移は

みられなかった。又、「現在純潔である」 と

の回答 は62パ ーセントで1986年 からは急激:に

減少 している。又、同性愛の経験 について も

序々に増加 し、35パ ーセントに至っている。

結婚相手の純潔については、ほとんど問題に

しないが67パ ーセントであった。即ち、意識

の推移はみられなかった。

21世紀頭初社会 ・文化的背景の中での 「環:境

へ適応する為の姿」とみるべ きであろう。

表論文集、日本教育心理学会、1986。

5)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識に

関する調査結果(第H報);家 政研究第17

号、文教大学女子短期大学部家政科、

1986。

6)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識に

関する調査結果;家 政研究第16号 、文教

大学女子短期大学部家政科、1985。

7)駒 崎勉;大 学生の性行動に関する一考察;

日本教育心理学会第28回総会発表論文集、

日本教育心理学会、1986。

文献;

1)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識の

推移一(第3報);文 教大学女子短期大学

部研究紀要第43集 、1999。

2)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識の

推移;日 本性格心理学会第2回 大会発表

論文集、日本性格心理学会、1993。

3)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識の

推移、文教大学女子短期大学部研究紀要

第37集 、1993。

4)野 村晶子、女子学生の生活態度 ・意識に

ついて;日 本教育心理学会第28回 総会発
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